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研究成果の概要（和文）：日本では太平洋戦争時に 58万人が学童疎開を経験した。本研究では、

疎開生活の実態と疎開が人生に与えた影響について当事者にインタビューした。その結果、親

から切り離された孤立無援感、飢餓、いじめなど共通の外傷体験がある一方、疎開地で友人の

死を目撃し今も罪悪感に苦しんでいる人、東京大空襲で家族を亡くした人など、戦争による心

的外傷は複合的に重なり、現在の生活に影響を残している事例があることが明らかになった。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

In Japan, five hundred eighty thousand children at their school age experienced the 

mass evacuation from their home during World WarⅡ . Ten survivors of the mass 

evacuation were interviewed regarding their experiences and influences on their later 

lives.   

 As a result, the common experiences like hunger, bullying and helplessness were 

identified. But there were people who had traumatized by the devastating events 

during/after the mass evacuation.  For example some of them had been feeling guilty from 

witnessing his/her friend’s death and some had to live their lives as orphans as they lost 

whole families by the air laid in Tokyo.  Their narratives suggested that there were many 

aged people who had to go through multiple traumas during /after the mass evacuation and 

were afflicted by those traumatic experiences still now.  
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１．背景 

近年、日本では自然災害や社会的事件等を
機に、被害者の心的外傷後ストレス障害
(PTSD)が注目されるようになった。諸外国で
は第 1次世界大戦以降、戦争が人々に及ぼす
影響についての研究が多数行われているが、
日本では、太平洋戦争で多くの国民が被災し
たにもかかわらず、体系的な研究は行われて
いない。中でも、当時学童疎開を経験した人
は 58 万人と言われているが、子どもの戦争
体験について体験記はあっても、その後の影
響を含めて研究はほとんどなされていない。
そこで、今回、学童疎開体験の実態を調査し、
疎開体験がその後の人生に与えた影響と意
味について研究することにした。 
 
２．研究の目的 

太平洋戦争時、学童疎開を体験した人の語
りを通して、その体験の意味とそれが後の人
生に与えた影響を明らかにし、戦争による子
どもの心的外傷について考察する。 
 
３．研究の方法 
(1)研究参加者 
  太平洋戦争時に学童疎開を体験し、現在
関東近辺に住む人、10 名程度。 

(2)研究方法 
   1 回 2 時間程度のインタビュー。インタ

ビューは録音し、その逐語録をもとに分析
する。質問内容は、①疎開先で体験したこ
と、対人関係など、②学童疎開の体験がそ
の後の生活や健康に与えた影響について、
であり、自由に語ってもらう。 

(3)分析方法 
   ナラティブリサーチの方法に基づき、語

りの中からエピソードを抽出し、ストーリ
ーを再構成する。 

 
４．結果と考察 
 太平洋戦争時に学童疎開を体験したのは、
当時 8-12 歳の子どもたちであり、その疎開
体験は付き添った大人との関係や振り分け
られた場所や子どもの数などによっても大
きな違いがあった。 
(1)疎開生活を辛かったと語る人たちには

「飢餓」「いじめ」「寂しさ」といった共通
の外傷体験があった。 

(2)疎開生活よりも、戦後の方が辛かったと
語る人も複数いた。 
たとえば、いじめを目撃した罪悪感の上

に疎開地の地震で友人の死を目撃した罪悪
感を現在も抱えている人がいたり、東京大
空襲で家族が死亡し、疎開していた自分だ
けが生き残ったという負い目を抱えて戦争
孤児として生き抜いてきた人もいた。 
また、疎開先で雑魚寝をした経験から、現

在でも友人と泊りがけの旅行ができない、
集団が怖い、苦手という人がいた。 

(3)それぞれに受けた心の傷は見えない形で
今も影を落としていたが、この経験を意味あ
るものにしようと努力する人々もいた。 
(4) 戦時中の外傷体験が現在の生活や健康
状態に影響しているのではと考えられるケ
ースでも、実際にそう自覚していない人もお
り、中には、中年以降になってフラッシュバ
ックのように失神を繰り返す人もいたが、今



となっては戦争体験との直接的なつながり
を証明することは出来なかった。今後、戦争
を体験した高齢者の健康や生活を心的外傷
という視点から見ていく必要がある。 
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